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市政だより

おヵヽタ

３月３日は「ひなまつり」

みんなで守i/，

%，
S,－

ひと足早く六ツ美北保育園では、園児の幸福を
　　願って楽しく行われました。

　
．
れ
た
自
然
と
輝
か
し
い
歴
史

之
早

に
は
ぐ
く
ま
れ
な
が
ら
、
明

圭
ぷ

日
を
め
ざ
し
て
、
た
く
ま
し

民

く
歩
む
岡
崎
市
民
で
す
。

嚇

―
緑
と
太
陽
の
も
と
、
祖

　
　
　
光
の
遺
産
を
大
切
に
、
美

岡
　

し
い
心
を
み
が
き
ま
す
。

一
つ

２
　
一
八
河
魂
の
伝
統
を
生
か

よ
　

し
、
教
徨
を
高
め
、
文
化

て
　
の
向
七
に
っ
と
め
ま
す
。

育

３
社
会
の
き
ま
り
を
守
り
、
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友
愛
を
深
め
、
健
康
な
か

　
ら
だ
Ｊ
ざ
き
た
え
ま
す
。

４
　
青
少
年
に
夢
を
、
老
人

　
に
安
ら
ぎ
を
、
し
あ
わ
せ

　
な
家
庭
を
つ
く
り
ま
す
。

５
　
勤
労
に
誇
り
と
喜
び
を
、

　
力
を
あ
わ
せ
て
、
豊
か
な

　
く
ら
し
を
き
ず
き
ま
す
。
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わ
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く
し
た
ち
は
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ま
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岡
崎
市
で
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
社
会
福
祉
に
は
特
に

力
を
入
れ
て
お
り
、
昭
和
四
十
九
年
に
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
モ
デ
ル
都

市
と
し
て
国
の
指
定
を
受
け
、
対
話
集
会
・
市
政
懇
談
会
で
の
市
民
の
声

を
反
映
し
た
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
き
め
細
か
な
福
祉
を
進
め
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
窓
口
も
増
え
て
ま
い
り

ま
し
た
の
で
、
現
況
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
社
会
福
祉
の
窓
口
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
今
後
の
充
実
を
は
か
る
う
え
の
い
と
ぐ
ち
に
し
た
い
と
考

え
ま
す
。

施
設
と
し
て
設
置
さ
れ
、
開
設
以
米

の
利
川
状
況
は
、
老
人
十
万
二
千
人
、

障
害
児
（
者
）
二
万
一
二
千
人
に
の
ぼ

っ
て
お
り
、
今
後
も
機
能
を
充
実
さ

せ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
老
人
セ
ン
タ
ー
　
老
人
ク
ラ
ブ
団

体
の
利
川
、
囲
共
、
将
棋
、
詩
吟
、

茶
華
道
等
同
好
者
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
、
教
養
の
集
い
、
憩
い
と
語
ら

い
の
場
、
特
に
人
浴
設
備
が
好
評

　
心
身
障
害
者
セ
ン
タ
ー
　
心
身
障

害
児
の
療
育
事
業
を
重
点
と
し
て
、

現
在
五
ト
名
の
在
籍
児
を
擁
し
、
集

団
・
個
別
に
基
本
的
な
生
活
習
慣
（

飲
食
、
排
泄
、
衣
類
収
物
の
脱
着
等
）

と
、
社
会
性
の
開
発
、
機
能
　
　
言
語

訓
練
を
行
っ
て
お
り
、
障
害
者
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
研
修
、
集
会
、

関
係
団
体
に
よ
る
講
演
会
、
研
究
会
、

行
小
の
場
と
し
て
利
川
さ
れ
て
い
ま
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福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

歩
道
の
ス
ロ
ー
プ
化

　
二
十
一
．
路
線
・
四
･
Ｃ
"
Ｊ
Ｊ
十
九
ヵ
所

横
断
歩
道
盲
人
用
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

　
ー
．
ト
八
交
差
点

横
断
歩
道
橋
盲
人
用
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

　
二
十
ご
ア
刀
所

市
内
バ
ス
停
に
盲
人
用
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
敷
設
　
一
二
十
二
ヵ
所

盲
人
専
用
歩
道
　
一
ヵ
所

公
園
建
物
の
ス
ロ
ー
プ
化
　
九
ヵ
所

身
障
者
用
便
所
　
三
十
三
ヵ
所

車
椅
子
配
備
　
八
ヵ
所
、
二
十
二
台

身
障
者
向
け
住
宅
改
造
　
一
二
戸

身
障
者
用
リ
フ
ト
付
き
バ
ス
　
一
台

盲
人
用
音
響
式
信
号
機
　
片
力
所

電
車
駅
構
内
盲
人
用
誘
導
点
字
ブ
ロ

ッ
ク
　
四
ヵ
所

　
南
公
喇
交
通
広
場
障
害
嗇
川
整
附

小
業
の
実
施

　
名
鉄
低
床
バ
ス
の
配
備
　
几
台

　
名
鉄
電
巾
、
バ
ス
に
老
人
・
身
障

者
用
の
優
先
座
席
の
設
置
等
が
実
施

さ
れ
て
お
り
、
今
後
共
、
整
備
の
充

実
に
つ
と
め
て
ま
い
り
ま
す
．

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
そ
の
現
況

　
昭
和
四
ト
九
年
、
岡
崎
額
川
地
区

広
域
市
町
村
圏
計
画
の
恨
幹
小
業
と

し
て
、
老
人
・
心
身
障
害
者
の
福
陸
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岡
崎
市
福
祉
会
館

煙
の
泉

ｉ

　
巾
役
所
の
束
、
郷
土
館
の
束
隣
り

に
、
岡
崎
巾
福
祉
会
館
緑
の
家
が
四

川
に
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。

　
岡
崎
巾
社
会
福
祉
協
議
会
小
務
岫

を
こ
こ
に
置
い
て
、
民
間
福
祉
活
動

の
総
合
的
な
円
滑
化
を
は
か
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
業
務
の
内
容
は
…
…

　
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
　
地
域

福
祉
活
動
の
基
盤
整
備
、
要
援
護
者

改
宅
サ
ー
ビ
ス
行
政
の
協
力
を
す
る
。

　
老
人
の
職
業
相
談
　
六
十
五
歳
以

上
の
か
た
を
対
象
と
し
無
料
で
す
。

　
入
浴
無
料
サ
ー
ビ
ス
事
業
　
在
宅

ね
た
き
り
老
人
、
重
度
心
身
障
害
者

の
か
た
で
、
お
お
む
ね
六
ト
瓦
歳
以

ｈ
で
、
医
師
が
認
め
た
か
た

　
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
　
　
老
人
、

心
身
障
害
者
家
庭
の
洗
た
く
、
身
の

寮r･母

四

月

オ

プに

ン

　／

ま
わ
り
の
匪
話
を
す
る
。

　
世
帯
更
生
資
金
融
資
　
低
所
v
*
^
―
　
■

■
■

帯
へ
の
、
史
生
、
生
活
、
住
宅
、
修

館会祉福

学
資
金
の
融
資
を
す
る
。

　
心
配
ご
と
相
談

　
月
曜
目
　
赤
十
字
七
ン
タ
ー
（
明

大
寺
町
）
午
前
卜
時
~
-
：
-
＾
;
こ
時

　
水
咄
‐
　
福
祉
会
館
（
朝
‐
町
・

四
‐
‥
か
ら
）
午
前
ト
時
？
乍
ふ

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
　
社
会

奉
仕
活
動
を
行
い
た
い
人
、
受
け
た

い
人
の
接
点
と
な
り
活
動
を
ほ
う
。

　
善
意
銀
行
　
困
っ
て
い
る
人
に
何

か
し
て
あ
げ
た
い
と
い
う
善
意
を
お

預
り
し
、
必
要
と
す
る
人
に
供
与
す

る
。

　
こ
の
ほ
か
、
民
生
委
員
協
議
会
と

の
連
絡
調
整
、
共
同
募
金
の
増
強
協

力
、
歳
末
助
け
合
い
募
金
の
企
両
推

進
等
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
置

き
、
相
談
業
務
、
生
業
指
導
、
技
能

習
俳
、
内
職
あ
っ
せ
ん
等
、
母
子
家

庭
の
福
祉
増
進
を
は
か
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
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階

母子福祉センター

　　大会議室・小会議室

　　相談室・研修室

敷
地
３
９９

９
６
㎡

建
物
８
４９

８
８
㎡

鉄
筋
コ
ン
クリ

｜
ト
３
階
建

２

階

　社会福祉協議会

事務局・高齢者職業紹介所
相談室・家庭奉仕員室
作業室・給食調理室

１

階

寄附物品

収納倉庫

　外来者駐車場

蓉
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福
祉
事
務
所
の

　
　
　
業
　
務

…
…
ｊ

一
噸
゛
ト
」

（
…
）
福
祉
係
（
電
二
三
―
六
一
五
四
）

　
身
体
障
害
の
方
に
　
身
障
手
帖
の

交
付
、
更
正
医
療
の
給
付
、
補
装
具

の
交
付
、
旅
客
運
賃
の
割
引
、
更
正

施
設
へ
の
入
所
等
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
知
恵
遅
れ
の
方
に
　
療
育
手
帖
の

交
付
、
諸
負
担
の
減
免
証
明
、
更
正

施
設
へ
の
入
所
等
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
老
人
の
方
に
　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
そ
の
他
の

老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
申
請

　
家
庭
奉
仕
員
の
派
遣
　
社
会
福
祉

協
議
会
に
委
託
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
　
（
緑
の
家
の
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　
母
子
家
庭
の
方
　
困
り
ご
と
相
談

と
、
生
活
の
安
定
向
上
の
た
め
の
資

金
の
融
資
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

＠
保
護
係
（
電
二
三
－
六
一
五
八
）

　
生
活
保
護
　
生
活
に
困
っ
て
い
る

方
に
、
生
活
、
住
宅
、
教
育
、
医
療
、

出
産
、
生
業
、
葬
祭
の
扶
助
給
付

　
助
産
施
設
　
出
産
費
用
に
困
っ
て

い
る
方
の
た
め
に

　
母
子
寮
　
家
庭
環
境
に
恵
ま
れ
な

い
母
子
家
庭
の
母
子
寮
入
所
申
請
を

（
…
）
庶
務
係
（
電
二
三
－
六
一
五
五
）

　
民
生
（
児
童
）
委
員
の
こ
と
　
行

政
と
住
民
と
の
福
祉
の
パ
イ
プ
役
を

し
て
い
た
だ
く
民
間
の
奉
仕
者
で
、

厚
生
大
臣
か
ら
委
託
さ
れ
て
い
る
人

で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
…
）
家
庭
児
童
相
談
室
（
電
二
二
―
二

　
四
三
四
）

　
子
供
の
心
配
ご
と
相
談
　
専
門
的

兄
地
か
ら
、
相
談
員
が
毎
日
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

①
課
の
業
務

＠
給
付
係
（
電
二
三
一
一
六
一
五
〇
）

　
児
童
手
当
　
十
八
歳
未
満
の
児
童

が
一
二
人
以
上
の
と
き
、
一
二
人
目
以
降

の
児
童
が
義
務
教
育
終
了
前
の
場
合

が
対
象
、
所
俳
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
県
・
市
遺
児
手
当
　
両
親
又
は
父

母
の
ど
ち
ら
か
が
な
い
義
務
教
育
終

了
前
の
児
童
（
父
又
は
母
の
重
度
障

害
を
含
む
）
が
対
象
、
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
。

　
児
童
扶
養
手
当
　
両
親
又
は
父
親

の
い
な
い
（
父
親
重
度
障
害
を
含
む
）

十
八
歳
未
満
の
児
童
・
中
度
以
上

の
心
身
障
害
の
あ
る
二
十
歳
未
満
の

児
童
の
い
る
家
庭
が
対
象
で
、
公
的

年
金
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
心
身
障
害
者
福
祉

扶
助
料
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
、
福

祉
手
当
、
県
在
宅
重
度
障
害
者
手
当
、

県
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
等
の

受
け
付
け
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

＠
庶
務
係
（
電
二
三
－
六
一
四
四
）

　
保
育
所
　
両
親
等
の
労
働
又
は
病

気
な
ど
の
た
め
、
子
供
の
面
倒
を
見

る
人
が
な
い
と
き
、
保
育
所
へ
子
供

を
入
所
さ
せ
て
保
育
し
ま
す
。

（
…
）
施
設
係
（
電
二
三
―
六
一
六
四
）

　
こ
ど
も
広
場
　
各
町
内
等
で
設
け

ら
れ
る
こ
ど
も
広
場
の
遊
具
設
置
費

に
つ
い
て
の
助
成
と
施
設
の
維
持
管

理
を
行
い
ま
す
。

社
会
課
の
業
務

（
…
）
老
人
係
（
電
二
三
－
六
一
四
七
）

　
寿
手
帳
の
贈
呈
　
六
十
五
歳
以
上

の
方
全
員
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。

　
敬
老
金
品
の
贈
呈
　
八
十
歳
以
上

の
方
に
敬
老
の
日
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。

　
老
人
居
室
整
備
資
金
　
六
十
歳
以

上
の
方
と
同
居
さ
れ
る
方
へ
の
資
金

貸
し
付
け
事
務
を
取
り
扱
い
ま
す
。

　
老
人
の
無
料
入
浴
　
六
十
五
歳
以

上
の
方
は
、
毎
月
十
五
日
に
市
内
公

衆
浴
場
で
人
浴
が
で
き
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の
設
置
　
六
十
五

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
し
の
方
に

　
ね
た
き
り
老
人
の
見
舞
金
と
手
当

　
六
十
五
歳
以
上
の
方
に

　
ね
た
き
り
老
人
の
布
団
乾
燥
・
入

浴
サ
ー
ビ
ス
等
の
受
け
付
け
の
ほ
か
、

地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
指
導
、

各
地
域
の
老
人
い
こ
い
の
家
の
設
置

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ｃ
医
療
助
成
係
（
電
二
三
上
ハ
ー
四
八
）

　
医
療
費
の
無
料
制
度
、
助
成
　
心

身
障
害
者
、
自
閉
症
、
梢
薄
者
の
方

へ
の
Ｊ
Ｉ
ｒ
零
歳
児
、
老
令
者
〔
六

十
八
歳
以
上
（
六
十
八
、
六
十
九
歳

は
所
得
制
限
付
）
六
十
五
歳
以
上
で

ね
た
き
り
老
人
〕
の
方
へ
の
医
療
費

助
成
を
し
ま
す
。

　
難
病
者
見
舞
金
　
厚
生
省
、
県
が

指
定
す
る
特
定
疾
患
の
方
に

Ｒ
生
活
係
（
電
二
三
－
六
一
四
五
）

　
出
産
祝
金
　
市
民
課
又
は
各
支
所

で
受
け
付
け
て
贈
呈
し
ま
す
。

　
生
活
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
　
天
災
、

盗
難
。
疾
病
等
で
一
時
的
に
困
っ
た

方
に
融
資
し
ま
す
。

　
戦
傷
病
者
、
戦
没
者
、
軍
人
恩
給

　
補
装
具
、
更
正
医
療
、
国
鉄
無
料

乗
車
券
、
軍
人
恩
給
等
の
申
請

　
災
害
の
弔
慰
金
、
見
舞
金
と
援
護

資
金
の
貸
し
付
け
　
自
然
災
害
及
び

火
災
の
被
害
者
に
支
給
又
は
貸
し
付

け
を
行
い
ま
す
。

　
献
血
業
務
　
グ
ル
ー
プ
の
育
成
等

　
公
益
質
屋
（
電
二
二
―
二
Ｉ
○
七
）

　
　
一
時
的
に
必
要
な
資
金
を
低
利
で

　
貸
し
付
け
ま
す
。

Ｒ
年
金
係
（
電
二
三
－
六
一
七
一
）

　
拠
出
制
年
金
　
白
営
業
の
方
と
そ

の
家
族
の
た
め
の
年
金
制
度
で
、
二

十
歳
～
六
十
覗
未
満
の
方
が
加
入

　
給
付
の
種
類
…
…
老
齢
年
金
、
障

害
年
金
、
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
、

準
母
子
年
金
、
寡
婦
年
金
、
死
亡
一

時
金

　
無
拠
出
制
年
金
（
福
祉
年
金
）

　
一
定
の
条
件
念
凋
だ
し
て
い
る
方
に

は
、
掛
金
な
し
で
受
け
ら
れ
る
福
祉

年
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
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市政だより お か　ざ　き

愛

皿

園

摂

産

隋

愛

心

1^］

万

I

齢

晦
の
佗
鋳
老
ホ

｜
ム

母

子

寮

平

和

字

園

米

山

察

乱

i'!

い

.｢S
十
閥

万

万

技

能

訓

練

所

若

葉

学

園

藤

川

寮

藤

花

荘

名

称

若

宮

粉

木

鋒

木
ｊ

岩

津

５ 大

西
で 欠

本

絹
欠

岩

小

嗇

汁

藤

川

藤

川

所
在
地

市 りぐ 市 法
人

県 ax '- ' ■･，ill 法
A

主経
体曾

助

産

施

設

保

護

授

産

施

設

哨

町

樅

供

施

以

W

JJ

掩

護

老

ﾉ-.

ホ

］

ム

母

子

寮

養

護

砲

設

優；

ミ

鸞

｜

肖

～
沁

ｆ

自

|||

児

施

及

宍

／

W

r4
産７

禎
事

桑

の

桶

類

21
１
８
１
１
１

佃
１
２
０
－
ｊ
５

48
１
２
０
－;｝
;）

^r^

１
⌒
－

１
－Ｊ

45
１
２
２

･ｉ
３

51
１
４
８

-I
８

22
１
１
２
２
０

22
１
７
５
１
０

22
１
５
１
１
３

　詣
　１
　２
　８
　３
　１
一

　自

２･|
１
１
－
！
､ｊ
ｌ

ir>
１
２
９
３
０

･iO
１
２
４
２
８

■18

り
１
３
０

･18

2
？

○
4

電

話

10ド '帥 ㈲ Ｆ 20雰 70 55 ぶ) ／ Hi 乱 肋 i:ij｜

市
内
福
祉
施
設
の
」
覧

　　　老人いこいの家

そ偉侭泳弥弥弥弥弥弥弥泳弥弥弥赤侭弥弥弥弥弥侭侭怜侭奪侭侭弥奪侭弥弥惨弥弥怜邨怜邨侭泳惨弥怜怜弥弥侭弥弥侭弥弥
a::こ観と高　　る業合市　きの中道がずの背江るもな光も文　るか民

參と光とめし　　゜競祁のさな商心輸訪　｀岡景戸必豊い都豊化岡　゜ら会岡

齢が客も　｀た　　争市都らい圏の送れ遠崎に時要が市富財崎　ご議崎　手み　ま
齢必のに市が※　は時市にｃが交のたく巾　｀代もでことでには　贅をま　づん

収要流｀民っ　　激代機最　縮通発と知は明かな観れしあも城　同開つ　く　　　つ
齢と人市のて　　化に能近　少編達い多　｀治らか光はてる恵下　をいり　りな　ｌ
齢なを外生　｀　　の人のは　し成とう方束かのっを気のがま町　いたの　ので　　Ｊ

蔭っ積か活都　　一り充｀　たがと　゜而西ら宿た生候イ　｀れと　たと創　岡考　と

參で極ら向市※　途　｀実西　こすもとか三大場こ活もメ残　｀し　だこ設　崎，
繋き的も上の　　を部にご　とすにこら河正町との温Ｉ念観て　きろに　まλ　観

蔭たに買を魅　　辿市よ而　はみ　｀ろものにのも手暖ジな光　｀　喜　｀関　つよ　ゝu
蔭゜は物は力　　っ間りの　否｀名が買みか繁あ段｀はが的史　ん皆す　りう　光

恥そか客か度　　ての　｀各　定岡古　｀物なけ昌ろと産高ら素趾　でさる

蓉うる宍るを　　い商述部　で崎屋鉄客らてを大寸業く観材や　いん市

蓉使いでぃてす画は　　　た五の豪っ　　　　　　　　岡い市　ふ前行がを　のともでで

繋いも頂ろいす委　｀ま　　の万で壮り　　　　　　　　　崎を民特るか列参通岡だか沈　｀な

槃をのきいるめにこつ　で石こなや　　　　　　　　　に高のにさら面加じ崎゜不滞座く
襄しだ　｀ろがて会れり※あ太のテ　｀　　　　市　　はめ郷　｀との一詣でての　況が業て

繋な　゜手な　｀貰でかの　る鼓機ン城　　　　　　　　おる土最ts花火き　｀ま　ムち'U も
県･い時づア市う練ら時　゜も会ポ下　内　長　どま意近ど火江豆多つ　Ｉでも｀
蔭よ節くイ民こり巾期　　　創にの町　　　　．-　　　　りつ識はりのyJ 5･l彩り　　ドあ萎昨

蔭う柄りデのと　｀民や　　　設｀太で　田　　……　　をりや多のねほ卜では　をる縮今
參に｀のア皆が実の行※　し岡鼓あ　　随△　中を｀くみり，這あ｀一゜しの

蔭　｀税祭をさよ行手事　　　て崎なり　　　　ニで二　　'11-催心ので込参刀る今　掃こ　｀不

折ま金り持んい委にに　　はおどな　喜　桐　としの部あみ，はがで　しの消況

蔭つのとちかと員よつ　　　とどもが　久　･r. ／　　してふ市る行はﾐ　ヽ｀も　た際賞ム
蔭り無し寄ら考会るい　　　考りなら　　　　　　　　たおれが゜列数゜市年　い　｀勁｜
2tよ駄たっもえで計て　　　えとい　｀　　　　　　　　まりあ　｀　と年吊民間　も回向ド

蓉な　興を新にりめあんさ　の私　たさ検　大市はしか一が談　　ろ積ろ沈　があり

齢るそや昂しし　　｀うなと示よは岡９と討岡切民｀たら千｀会ま　う極　｀滞しあるも
齢もし商揚い　｀④観まが意吊う　｀崎と岡し崎だの行い　｀万三のつ　か約市すかろこ福
齢ので店す芸後岡光つ参識民にまま考崎て公と観政もその河席り奈・に民べしうと祉

砦で市街る能世崎客り加をの考つつえのい園指光側ののmm上と　　取がき　｀゜にを
蔭な民がまをにのの　し高心えりりた観る内摘意ので何光国で観　　りスで不　もと

蔭くがうつ創伝伝誘③てめのてののか光のにさ識努あ割客定も光　　組クは況　充い

齢て計るり造え統致郷楽るふ見意創ら的も家れを力るかが公巾に　　むラあだ　分っ
蔭は画お　しるとに土しまれた義設で魅　｀康た高も　゜を訪閥し関※　ベムるか　留だ

県なしう６　｀ま文役のみつあ゜にをあ力家館゜め必観岡れに上す　　きをまら　意素
*ら　｀ま

曾

市つ化立魅｀りい　つ提る度康の　る要光崎るはげる　　で組いと　すFﾄ
參な主つ業民りをつ力む　と　い唱゜をの建　こだ開へと　｀た市　　はん　゜い　るな

2tい役りの文　大まをつ②ふ　てし　高ぶ設　とが発誘い年の政　　なでむっ　必声
ぷ　゜と　振化⑤切つ高み皆る　次だ　めるを　ヵt｀に致う間だ懇　　か　｀して　　要の

蔭希希希希希米希希希米希希希希希希希希希紫希紫希準希希紫希希希紫希準希希希紫希準希希希準希希琴糸紫希希希希希希

咄
咄
齢
齢
咄
齢
咄
咄
林
咄
咄
咄
咄
咄
咄
齢
齢
齢
雅
趣

こ
一
Ｉ
一
一
心

林
林
齢
咄
咄
昏
昏
昏
昏
咄
林
林
咄
咄
咄
昏
昏
昏
昏
咄
咄
仙
境
こ
？
９
昏
林



応
募
資
格

　
市
内
に
一
年
以
上
住
ん
で
み
え
る
満
こ

ｔ
歳
以
上
の
か
た
（
す
で
に
市
政
モ
ニ
タ

ー
を
経
験
さ
れ
た
か
た
は
、
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
）

任
　
期

　
一
年
（
昭
和
五
十
一
二
年
四
月
一
日
～
昭

和
五
十
四
年
三
月
三
十
一
日
）

謝
　
礼

　
年
額
　
六
千
円

募
集
人
員

　
十
五
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
年

齢
、
居
住
地
な
ど
を
も
と
に
選
考
し
ま
す
）

申
し
込
み
期
間

　
一
二
月
十
八
日
（
土
）
ま
で
。

　
た
だ
し
、
土
曜
日
の
午
後
と
日
曜
日
は

除
き
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

　
申
し
込
み
書
は
、
秘
書
課
広
聴
係
ま
た

は
各
支
所
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
四
四
四
　
十
王
町
二
ｒ
目
九
番
地

岡
崎
巾
役
所
秘
書
課
広
聴
係
（
電
こ
ニ
ー

六
〇
一
二
）

モ
ニ
タ
ー
委
嘱
決
定

　
決
定
後
、
応
募
者
あ
て
に
通
知
し
ま
す
。

岡
崎
墓
園
の
墓
参
り
は

臨
時
増
発
バ
ス
の

　
　
ご
利
用
を

　
春
の
お
彼
岸
に
、
墓
参
り
の
便
を
は
か

る
た
め
、
三
月
十
九
日
か
ら
二
十
一
日
ま

で
の
三
日
間
、
名
鉄
の
ご
協
力
に
よ
り
、

臨
時
増
発
バ
ス
を
連
行
し
ま
す
か
ら
、
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
期
間
中
や
す
ら
ぎ
公
園
管

理
事
務
所
で
は
、
岡
崎
墓
園
の
墓
地
利
用

巾
し
込
み
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
か
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
（
電
四
六

圭
二
二
六
〇
）

　
期
　
問
　
三
月
十
九
日
（
日
）
～
三
月

ニ
ト
ー
日
（
祝
）
　
一
二
日
間

　
運
行
区
間
　
束
岡
崎
Ｕ
岡
崎
墓
園

　
運
　
賃
　
大
人
片
道
　
二
百
十
円

　
　
　
　
　
小
人
片
道
　
百
十
円

かえり

時
刻
表

岡崎墓園

　　発

東岡崎

　着

10:30

11:30

※
12:16

13:55

15:20

10:52

11:52

12:38

14 : 17

15:42

※
は
定
期
便
が
墓
園
に
寄
り
ま
す
。



応
募
く
だ
さ
い
。

　
モ
ニ
タ
ー
定
数
　
こ
ト
名

　
応
募
資
格
　
岡
崎
巾
内
に
川
陛
才
る
Ｉ

十
歳
以
Ｌ
の
女
性
の
か
た

　
お
願
い
す
る
仕
事

Ｕ
商
品
の
は
目
、
品
質
、
川
恪
等
の
調
査

―む
よ
び
意
兄
、
苫
情
、
要
望
等
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
ま
す
。

ぶ
懇
談
会
、
研
修
会
、
兄
学
会
等
に
出
席

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ぶ
消
費
生
活
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回

答
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
任
　
期
　
。
年
（
昭
和
几
ト
。
。
。
年
四
月

一
目
大
昭
和
五
十
四
年
一
二
月
。
ニ
ト
ー
日
）

　
謝
　
礼
　
年
額
六
千
円
と
記
念
品

　
応
募
締
め
切
り
日
　
昭
和
だ
ｔ
　
　
二
年
。
二

月
ニ
ト
目

　
応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
を
記
人
の
う
え
、
〒
四
四
四

　
十
王
町
ニ
ド
‐
九
酢
地
　
岡
崎
巾
役
所

社
会
課
生
活
係
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
選
　
考
　
応
募
者
の
う
ち
か
ら
、
年
齢

居
住
地
な
ど
を
も
と
に
選
考
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
社
会
課
生
活
係

（
電
二
ご
Ｉ
Ｉ
六
一
四
に
几
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

|t|||||iiiiiniiiiiiiiiiiiiiiiiiiii

ゆ　き園墓崎岡

東岡崎

　発

中伝馬

　発

稲　熊

　発

岡崎墓園

　　着

10:00

11:00

13:00

14:25

10 : 02

11:02

13 : 02

14:27

10 : 07

11 :07

13 : 07

14:32

10:22

11 : 22

13 : 22

14:47

Jｄ嘩，
　_J

早
春
の
や
す
ら
ぎ
公
園
へ

（
頴
囃
号
穏
蔚
）
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重
要
な
意
義
を

　
も
つ
近
代
編

　
昨
年
六
月
よ
り
始
ま
っ
た
「
新
編

岡
崎
市
史
」
編
さ
ん
事
業
は
、
今
年

で
二
年
目
を
迎
え
る
が
、
今
回
は
そ

の
う
ち
か
ら
近
代
編
に
つ
い
て
紹
介

し
た
い
。
近
代
編
は
江
戸
時
代
の
旧

藩
制
が
廃
止
さ
れ
府
県
制
に
移
行
し

た
明
治
四
年
（
一
八
七
こ
か
ら
太

平
洋
戦
争
に
敗
北
す
る
昭
和
二
十
年

　
二
九
四
五
）
ま
で
の
約
四
分
の
三

世
紀
を
扱
う
。
岡
崎
の
歴
史
に
関
し

て
は
既
に
戦
前
、
柴
田
顕
正
氏
の
執

筆
に
よ
る
『
岡
崎
市
史
』
が
出
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
明
治
初
め
で

叙
述
が
終
っ
て
お
り
、
我
々
の
扱
う

近
代
や
、
さ
ら
に
戦
後
に
つ
い
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
●

▲故鋤柄工兵大佐従軍だよりの一部分

全
く
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
故

に
、
近
代
編
の
た
め
の
史
料
調
査
や

そ
の
他
の
作
業
は
、
他
の
篇
に
比
べ

て
多
く
の
時
間
と
労
力
と
を
要
す
る

わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
重
要

な
意
義
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

目
下
の
と
こ
ろ
は
予
備
調
査
の
段
階

で
、
市
内
の
史
料
の
所
在
調
査
に
重

点
を
お
き
、
資
料
の
カ
ー
ド
化
と
そ

の
目
録
づ
く
り
が
ｔ
な
作
業
で
あ
る
。

市
民
の
生
活
を
中
心
に

　
一
般
に
歴
史
と
い
う
と
、
郷
土
史

の
場
合
で
も
、
行
政
や
産
業
等
が
叙

述
の
中
心
を
占
め
、
市
民
一
人
一
人

の
生
活
と
は
関
連
が
薄
く
親
し
み
易

い
と
は
い
え
な
い
而
も
あ
っ
た
。
し

か
し
今
度
の
市
史
で
は
、
そ
の
対
象

を
行
政
や
公
の
文
書
で
は
、
必
ず
し

も
扱
わ
れ
て
い
な
い
市
民
の
生
活
の

領
域
に
も
広
げ
た
い
。
と
り
わ
け
明

治
以
降
は
民
間
の
諸
史
料
が
豊
富
に

な
る
時
代
で
あ
り
、
市
民
一
人
一
人

に
と
っ
て
郷
土
の
歴
史
と
し
て
の
実

感
を
持
ち
易
い
よ
う
に
配
慮
し
て
ゆ

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば

日
露
戦
争
を
扱
っ
て
も
、
市
史
の
場

合
は
決
し
て
二
〇
三
高
地
や
日
本
海

海
戦
、
更
に
は
乃
木
、
束
郷
等
の
軍

神
級
の
人
物
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、

岡
崎
か
ら
は
ど
れ
く
ら
い
の
兵
士
が

出
征
し
、
ま
た
戦
死
者
を
出
し
た
か

と
か
、
銃
後
の
生
活
は
ど
う
で
あ
っ

た
か
ｉ
物
価
や
税
金
の
こ
と
な
ど
Ｉ

と
い
う
こ
と
が
大
切
な
内
容
に
な
っ

て
く
る
。

貴
重
な
史
料
の
数
々

　
戦
中
日
誌
や

　
　
戦
地
書
簡
な
ど

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
い
っ
て
、

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
貴
重
な
史
料
を

二
二
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
い
ず

れ
も
日
露
戦
争
に
関
す
る
も
の
で
あ

る
。

　
ひ
と
つ
は
大
平
の
附
柴
二
郎
氏
宅

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
故
知
三
郎
氏
（

二
郎
氏
の
叔
父
・
陸
軍
砲
兵
少
尉
）

の
『
征
露
日
誌
』
で
あ
る
。
こ
の
日

記
は
知
一
二
郎
氏
が
、
名
古
屋
を
出
発

す
る
前
日
の
明
治
三
十
七
年
四
月
二

十
三
日
よ
り
書
き
出
し
、
八
月
四
口

ま
で
の
ほ
ぼ
全
日
の
行
動
が
克
明
に

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
‐
記
に
つ
い

て
詳
し
く
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い

の
が
残
念
で
あ
る
が
、
軍
隊
内
の
生

活
や
前
線
の
様
子
が
詳
し
く
描
か
れ

て
お
り
、
日
露
戦
争
の
日
記
と
し
て

第
‥
級
の
も
の
で
あ
る
ぽ
か
り
で
な

く
、
広
く
日
本
近
代
史
研
究
の
立
場

か
ら
い
っ
て
も
、
学
問
的
に
非
常
に

貴
重
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、
矢
作
町
の
鋤
柄

勘
治
氏
宅
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
故
栄

治
氏
（
勘
治
氏
の
大
伯
父
・
当
時
工

兵
少
尉
の
ち
大
佐
）
の
戦
地
よ
り
の

六
通
の
書
簡
で
あ
る
。
こ
の
手
紙
が

　
　
　
●

ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
単
な
る
文
而
の
み

な
ら
ず
、
同
時
に
か
な
り
詳
細
な
絵

が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
（

例
え
ば
。
宿
舎
内
の
生
活
や
架
橋
作

業
の
実
景
な
ど
）
絵
入
り
の
戦
地
虫
‥

簡
は
当
時
に
あ
っ
て
は
必
ず
し
も
珍

し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
手
紙

の
絵
は
細
か
い
所
ま
で
非
常
に
克
明

に
描
か
れ
て
お
り
、
貴
重
な
も
の
と

い
え
よ
う
。

　
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
こ
れ
ま
で
の

調
査
の
過
程
で
発
見
さ
れ
た
貴
重
な

史
料
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
今
後
と
も

調
査
を
続
け
て
ゆ
け
ば
、
こ
う
し
た

も
の
に
ふ
れ
る
機
会
は
、
更
に
多
く

な
る
も
の
と
期
待
し
た
い
。

　
市
史
編
さ
ん
に

　
　
ご
協
力
を

今
回
は
た
ま
た
ま
口
露
戦
争
に
関

す
る
も
の
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
そ

の
他
市
中
に
う
ず
も
れ
て
い
る
古
い

文
書
や
記
録
類
を
、
で
き
る
だ
け
沢

山
探
し
出
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
「
こ
う
い
う
も
の
が
あ
っ

た
け
ど
、
ど
う
か
」
と
思
わ
れ
た
ら
、

ど
う
い
う
も
の
で
も
結
構
で
す
か
ら
、

す
ぐ
ご
連
絡
を
岡
崎
市
教
育
委
員
会

市
史
編
さ
ん
事
務
局
（
電
二
三
－
六

四
四
一
）
　
へ
お
願
い
し
ま
す
。
優
れ

た
市
史
を
作
る
に
は
、
や
は
り
市
民

の
ご
協
力
が
第
一
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　
　
（
巾
史
編
集
委
員
・
稲
田
雅
洋
）
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図
書
館

子
ど
も
の
本
に
親
し
む
母
の
会

　
３
月
４
日
（
土
）
午
後
２
時

子
ど
も
の
本
を
読
む
会

　
３
月
Ｈ
日
（
土
）
午
後
２
時

　
入
会
希
望
の
か
た
は
、
随
時
受
け

付
け
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、
電

5
1
－
2
2
5
1
ま
で

お
話
と
紙
し
ぱ
い
の
会

　
毎
週
木
曜
口
　
午
後
３
時
3
0
分

Ｒ
３
月
の
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日

第
３
金
曜
日
・
春
分
の
ロ
（
2
1
日
）

美
術
館

一
草
流
い
け
ば
な
展

　
３
月
４
日
～
５
日

愛
教
大
書
友
会
卒
業
制
作
展

　
３
月
1
0
口
～
1
2
日

愛
教
大
三
月
展

　
３
月
1
5
日
～
1
9
日

草
月
流
い
け
ぱ
な
展

　
３
月
1
8
日
～
1
9
日

中
日
ジ
ュ
ニ
ア
展

　
３
月
2
1
日
～
2
6
‐

愛
教
大
書
友
会
修
了
展

　
３
月
2
8
日
？
3
0
日

池
坊
い
け
ば
な
展

　
３
月
2
9
日
～
3
0
‐

栄
心
流
い
け
ば
な
展

　
４
月
１
日
～
２
日

Ｒ
入
場
無
料
　
＠
開
館
時
閻
　
午
前

1
0
時
～
午
後
６
時
（
た
だ
し
、
各
行

事
最
終
日
は
閉
館
時
間
が
早
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
）

郷
土
館

　
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ

て
い
る
絵
画
、
典
籍
、
沁
籍
、
古
文

書
、
民
具
等
の
秀
品
を
中
心
に
、
約

二
百
点
を
展
示
し
ま
す
。

期
　
問
　
３
月
1
9
ロ
ま
で

　
場
料
　
大
人
5
0
円
　
小
人
3
0
円

V
　　　　　　ず

¥￥￥￥￥￥勿￥￥￥･･"り*･゜ゝ●;rvゝ･゛りゝ･'ゝゝこり･

^
＾
f
＾
＼
<
'
＾
A
f
＾
r
＊
”
Ｖ
＾
'
．
ｖ
≫
f
　
V
*
'
　
＞
≫
f
　
ｖ
≫
'
　
v
＞
'
　
ｖ
＊
*
"
　
？
-
・
<
　
v
≫
<
'
５
'
＊
f
　
v
＊
'
　
>
≫
･
･
　
Ｖ
＊
'
　
＞
＊

-
ｖ
＊
f
-
ｖ
＊
'
^
＾
r
-
ｖ
＼
'
-
~
ｖ
＾
'
"
Ｖ
＊
'
"
'
Ｖ
＾
”
Ｖ
＊
”
^
”
^
f
'
Ｖ
＊
”
Ｖ
＾
”
Ｖ
＊
”
Ｖ
＊
'

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

*
"
　
v
＾
*
"
　
v
＾
'
＾
＾
'
^
Ｖ
＾
'
．
Ｖ
＾
f
"
V
p
＾
r~
Ｖ
＾
'
"
Ｖ
＾
'
"
Ｖ
＾
'
~
Ｖ
＊

"
"
"
^

<
~
Ｖ
＾
^
"
＾
＾
f
'
Ｖ
＾
'
■
'
Ｖ

･^
･
"
Ｖ
＊
'
　
ｖ
-
＾
＾
'
Ｖ
＾
f
■
＊

￥
　

文
化
財
冊

　
藤
川
宿
駒
曳
き
の
朱
印
状

　
わ
が
国
の
街
道
に
駅
馬
の
制
定
が

で
き
た
の
は
大
化
二
年
（
六
四
六
）

で
、
駅
は
四
里
余
り
毎
に
置
き
、
束

海
道
は
大
中
小
の
う
ち
中
路
で
、
駅

の
馬
の
数
は
十
匹
と
定
め
ら
れ
た
。
。

藤
川
は
断
層
線
谷
に
あ
っ
て
、
古
来

の
交
通
の
要
所
で
あ
っ
た
。
束
海
道

で
は
小
夜
中
山
や
関
ヶ
原
や
山
崎
な

ど
と
似
通
っ
た
、
交
通
路
の
必
然
性

を
も
っ
て
い
る
。

　
徳
川
家
康
は
慶
長
六
年
（
一
六
〇

コ
東
海
道
に
鎌
倉
以
後
続
い
た
宿

駅
に
よ
っ
て
、
四
十
五
の
駅
を
設
定

し
た
。
こ
れ
は
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）

に
八
駅
を
追
加
し
て
五
十
一
二
駅
と

し
た
。
こ
の
数
は
仏
教
に
稗
財
童
子

と
い
う
修
業
僧
が
あ
っ
て
、
仏
法
を

聞
く
為
に
、
必
死
に
な
っ
て
次
か
ら

次
へ
と
高
僧
を
尋
ね
、
つ
い
に
五
十

三
人
目
の
普
賢
菩
薩
に
逢
っ
て
、
真

理
を
悟
っ
た
と
い
う
の
に
よ
っ
て
、

五
ト
ー
二
次
と
し
た
と
言
わ
れ
る
。
品

川
か
ら
数
え
て
藤
川
は
三
十
七
尽
日

に
当
る
。
設
定
の
当
初
に
朱
印
状
が

附
与
さ
れ
た
。
「
此
御
朱
印
な
く
し
て

賢

て
伴
の
如
し
」
と
あ
る
。
右
上
の
定

の
文
字
に
押
し
て
あ
る
朱
印
は
「
伝

馬
朱
印
」
の
文
字
が
あ
り
、
左
下
に

馬
ｆ
が
駒
を
曳
い
て
い
る
両
が
あ
る
。

｝
』
れ
は
駅
の
認
可
状
で
藤
川
は
以

後
の
Ｉ
ニ
（
七
年
、
明
治
維
新
に
至
る

ま
で
、
宿
駅
と
し
て
繁
栄
し
た
。
こ

れ
と
共
に
、
「
陶
伝
馬
の
定
」
が
制

定
さ
れ
駅
間
の
距
離
、
馬
の
数
、
馬

。
匹
に
つ
き
家
屋
救
の
坪
放
、
。
駄

乃
０
-
I
の
制
限
な
ど
が
定
め
ら
れ
た
。

　
赤
坂
よ
り
藤
川
ま
で
十
一
粁
、
藤

川
よ
り
岡
崎
ま
で
七
・
五
粁
で
あ
る
。

参
勤
交
替
の
制
が
整
っ
て
、
往
来

が
繁
く
な
る
と
、
慶
安
元
年
（
一
六

四
八
）
に
は
、
山
中
か
ら
住
民
を
移

住
し
て
、
加
宿
し
た
。
ｆ
｝
れ
が
今
の

市
場
町
で
あ
る
。
こ
う
し
て
藤
川
の

屋
並
み
は
街
道
に
沿
っ
て
、
∵
七

粁
あ
っ
た
。
宿
駅
は
天
領
で
代
官
が

居
り
、
領
圭
の
支
配
下
以
下
に
あ
っ

て
、
強
い
権
力
を
有
し
、
東
海
道
旅
行

も
自
由
性
が
強
か
っ
た
。
一
般
の
農

家
が
草
葺
平
屋
で
あ
っ
た
の
に
対
し

て
、
宿
駅
役
人
や
旅
篭
屋
な
ど
は
、

ｙ
伝
馬
出
す
ぺ
か
ら
ざ
る
者
な
り
依
っ
　
瓦
葺
二
階
建
を
許
さ
れ
て
い
た
。
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£
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忿

之
７

ｔ
ｙ
三
鼻
卜

　
　
‘
？
埓
蜀

訟

ド
Ｌ
Ｆ
ｔ
旺
Ｌ
Ｌ

　
享
ぼ
十
八
年
〔
一
ト
〕
三
二
）
に
は

全
戸
数
一
二
百
二
戸
で
、
内
旅
篭
屋
は

三
ト
六
戸
あ
り
、
最
盛
期
に
は
飯
盛

女
三
百
人
が
居
た
と
言
わ
れ
る
。
こ

の
戸
数
は
明
塗
二
十
五
年
（
一
九
〇

二
）
の
二
百
六
十
七
戸
よ
り
多
い
の

で
あ
る
。
藤
川
は
宿
駅
と
し
て
は
小

さ
い
方
で
は
な
く
、
政
治
、
交
通
、
文

化
、
経
済
の
一
中
心
を
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

　
こ
の
御
朱
印
状
は
大
切
な
も
の
と

し
て
、
関
山
神
社
や
村
役
場
に
大
事

に
保
管
さ
れ
て
現
存
し
、
束
海
道
中

数
少
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。

岡
崎
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

　
　
　
　
　
　
浅
　
岡
　
美
　
徳

cゝ亀t'りいり亀･
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売
却
の
方
法
　
一
般
競
争
入
札
に
よ
る

　
保
留
地
予
定
地
の
位
置
及
び
処
分
筆
数

中
島
町
地
内
　
一
二
十
筆

　
入
開
札
　
◆
日
時
　
昭
和
五
十
一
二
年
一
二

月
二
十
一
旦
詑
丿
午
前
十
時
～
七
一
時

◆
入
札
保
証
金
　
午
前
十
時
よ
り
受
付
（

一
筆
十
万
円
、
一
人
一
筆
）
　
◆
会
場

六
ッ
美
南
部
小
学
校
　
屋
内
運
勁
場

◆
開
札
　
入
札
終
了
後
直
ち
に
行
い
ま
す
。

　
そ
の
他

巾
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
か
た
は
、

現
地
に
案
内
の
立
看
板
が
あ
り
ま
す
か
ら

ご
覧
く
だ
さ
い
。

―
入
札
当
‐
は
、
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ

(3)い｜
落
札
を
し
な
か
っ
た
か
た
の
人
札
保
証

金
は
、
お
返
し
い
た
し
ま
す
。

㈲
落
札
さ
れ
た
か
た
で
建
築
物
な
ど
を
建

築
さ
れ
る
場
合
は
、
土
地
区
画
整
理
法
第

七
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
く
申
請
書
を
組

合
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

原
落
札
者
い
・

’
は
、
保
留
地
予
定
地
売
却
決

知
を
受
け
た
か
た
（
以
下
「
買
受
人
」
と

い
う
）
は
、
そ
の
通
知
を
受
け
た
目
か
ら

五
日
以
内
に
土
地
売
買
契
約
書
に
よ
っ
て

契
約
を
締
結
し
同
時
に
契
約
保
証
金
と
し

て
、
契
約
金
額
の
百
分
の
こ
十
に
相
当
す

る
金
額
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、

売
買
代
金
の
納
入
期
日
は
、
売
買
契
約
を

締
結
し
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
で
す
。

㈲
保
留
地
予
定
地
の
所
有
権
移
転
登
記
は
、

換
地
処
分
に
伴
う
登
記
の
完
了
後
一
括
し

て
行
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
保
留
地
予
定
地

に
、
抵
当
際
な
ど
は
設
定
で
き
ま
せ
ん
。

ふ
水
道
管
は
、
宅
地
内
ま
で
引
き
込
ん
で

あ
り
ま
す
。

㈲
く
わ
し
く
は
、
岡
崎
中
島
土
地
区
画
整

理
組
合
（
岡
崎
市
役
所
内
　
多
言
ニ
ー
六

二
六
六
）
　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保留地予定地位置図

　(岡崎中島区画整理事業)

｢案　内　図｣

六ッ美南部小掌校
-

E§§§1－事業区域

’
し
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11－　昭和53年３月1「1 市政だより

保留地予定地の処分最低価額

お　か　ざ　き

ｎ 位　　　置 面　　　　積 3.3 nf当り

価　　格
最低価額

ブロック ロット nf　　j　　4

１ 9　　　2-1　　　　224.31　　　　67.85　　　　　93,000円　　　　6,310,050円

２ 9　　　2-2　　　　222.39　　　　67.27　　　　　98,000　　　　　6,592､460

３ 10　　　1－1 173.45　　　　52.46　　　　　95, 000　　　　　4, 983,700

４ 10　　　　8 206.88　　　　62.58　　　　　100, 000　　　　　6,258.000

５ 11　　　2-1　　　　148.16　　　　44.81　　　　　94,000　　　　　4,212,140

６ 11　　　10－1 176.46　　　　53.37　　　　　83､000　　　　　4,429,710

７ 11　　　H 180.77　　　　54.68　　　　　83, 000　　　　　4, 538,440

８ 12　　　　6 284.68　　　　86.11　　　　　95,000　　　　　8,180, 450

９ 12　　　12-2　　　　153.23　　　　46.35　　　　　96,000　　　　　4,449, 600

10 13-1　　　8　　　　253.53　　　　76.69　　　　　96.000　　　　　7, 362,240

11 22　　　7－1 260.95　　　　78.93　　　　　102,000　　　　　8,050, 860

12 23　　　15－2 348.22　　　　105.33　　　　　114, 000　　　　12,007,620

13 24　　　9－3　　　187.56　　　　56.73　　　　　90, 000　　　　　5,105,700

14 25　　　8－2　　　192.94　　　　58.36　　　　100,000　　　　　5,836,000

15 26-1　　　3　　　　170.64　　　　51.61　　　　　93,000　　　　　4,799. 730

16 26－1　　　4　　　　　168.51　　　　50.97　　　　　98,000　　　　　4,995,060

17 47　　　　8 198.74　　　　60.11　　　　　97,000　　　　　5.830,670

18 48　　　1－2 193.84　　　　58.63　　　　　95.000　　　　　5､569,850

19 48　　　5－1 259.94　　　　78.63　　　　　95, 000　　　　　7,469, 850

20 48　　　　7 218.40　　　　66.06　　　　　97,000　　　　　6,407,820

21 53　　　　1 245.34　　　　74.21　　　　　103, 000　　　　　7,643, 630

22 58　　　　1 301.31　　　　91.14　　　　　115,000　　　　10,481.100

23 66　　　　6 190.00　　　　57.47　　　　　96,000　　　　　5,517.120

24 68　　　　7 229.95　　　　69.55　　　　　108, 000　　　　　7,511,400

25 68　　　13　　　　174.91　　　　52.91　　　　　no, 000　　　　　5, 820,100

26 69　　　4－1　　　287.38　　　　86.93　　　　　108. 000　　　　　9, 388,440

27 69　　　　8 261.06　　　　78.97　　　　　98,000　　　　　7,739,060

28 70　　　　3 226.97　　　　68.65　　　　　96,000　　　　　6,590,400

29 70　　　9－1 153.34　　　　46.38　　　　　108,000　　　　　5､009,040

30 70　　　11 244.88　　　　74.07　　　　　110,000　　　　　8,147,700

｜
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退
職
金
は
長
い
川
働
い
て
１
に
す

る
も
の
で
、
退
職
後
の
生
活
の
た
め

に
も
大
切
な
も
の
で
す
か
ら
、
そ
の

所
得
税
は
、
他
の
所
得
よ
り
も
ず
っ

と
軽
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
退
職
所
得
　
退
職
に
際
し
て
支
払

｜

　所得税の確定申告と納税

個人の事業税・住民税の申告はお早めに

日⑤１
２月15日⇒③月

わ
れ
る
退
職
金
や
一
時
恩
給
、
社
会

保
障
制
度
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
る

一
時
金
な
ど
の
所
得
を
い
い
ま
す
。

　
退
職
所
得
の
申
告
　
退
職
所
得
の

税
金
は
、
退
職
す
る
会
社
な
ど
で
税

金
を
計
算
し
て
差
し
引
い
て
い
ま
す

か
ら
、
普
通
、
源
泉
徴
収
だ
け
で
す

ま
さ
れ
、
申
告
す
る
必
要
は
な
い
わ

け
で
す
。

　
し
か
し
、
ほ
か
に
所
得
が
あ
る
か

た
や
「
退
職
所
得
の
受
給
に
関
す
る

申
告
書
」
を
提
出
し
て
い
な
い
か
た

は
中
告
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
年
中
の
退
職
所
得
以
外
の
所
得

金
額
よ
り
も
所
得
控
除
額
の
方
が
多

い
か
た
は
、
確
定
巾
告
を
す
る
と
税

金
が
戻
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

無
料
税
務
相
談
開
設

　
所
得
税
の
確
定
申
告
に
対
す
る
無

料
税
務
相
談
を
次
の
と
お
り
開
設
し

ま
す
の
で
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

期
日
・
場
所

　
▽
３
月
１
日
？
Ｈ
日
（
日
曜
日
を

　
　
除
く
）
＝
岡
崎
信
川
金
庫
本
店

　
▽
３
Ｈ
１
‐
？
Ｈ
目
（
土
・
日
咄

　
　
‐
を
除
く
）
＝
岡
崎
商
工
会
議

　
　
所

　
▽
３
月
１
日
？
３
日
―
六
ツ
美
市

　
　
民
セ
ン
タ
ー

奪所得税の計算

(収人金額一退職所得控除額) X 1／2×税率一退職所得の税額ｊ

・退職所得控除額

　①勤続年放が20年以下のとき

②勤続年数が2i年以上のとき

　
　50万円×勤続年数－500万円

　l小故など障害で退職したとき:こは計

　算し.'･金額:二100万円を加Vf.)

　
　
軽
自
動
車
な
ど
を
　
　
　
一

　
　
　
　
お
持
ち
の
か
た
ヘ
　
　
　
　

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
四
月
一
日
　
　

現
在
、
巾
内
で
原
動
機
付
自
転
車
、

軽
自
勁
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
及
び
・

二
幅
の
小
型
自
勁
車
の
所
有
者
に
対

し
て
、
年
税
額
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
昨
年
四
月
か
ら
、
年
度
途
中
で
車

を
譲
っ
た
が
名
義
を
換
え
て
い
な
い

か
た
、
廃
車
し
た
が
手
続
き
を
済
ま

せ
て
い
な
い
か
た
な
ど
、
以
前
と
車

の
持
ち
主
が
変
わ
っ
て
い
る
が
変
更

の
届
出
を
し
て
い
な
い
か
た
は
、
次

の
と
こ
ろ
へ
す
ぐ
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。
（
変
更
の
届
出
を
ほ
か
の
か

た
に
依
頼
さ
れ
た
場
合
も
届
出
が
済

ん
で
い
る
か
ど
う
か
い
ま
一
度
お
確

か
め
く
だ
さ
い
）

､.･･■λDi&coG(i）三X）収ゝ
0<E>C皿O(S>C〉G>C皿皿OGXi，

　
届
出
場
所
　
▽
原
勁
機
付
白
転
車
、

小
型
特
殊
自
動
車
ｌ
巾
民
税
課
諦
税

係
　
▽
帷
自
動
車
（
二
輪
）
、
二
幅

の
小
型
自
動
車
Ｉ
愛
知
県
陸
運
事
務

所
西
三
河
支
所
（
豊
田
市
若
林
西
町

字
北
間
八
十
・
電
〈
0
5
6
5
〉
5
2

1
2
4
1
7
　
▽
軽
自
動
車
（
ゴ
ー
輪

四
輪
）
は
２
月
６
日
か
ら
届
出
場
所

が
次
の
と
こ
ろ
に
変
わ
り
ま
し
た
。

=
０
軽
自
動
車
検
査
協
会
愛
知
主
竹
事

務
所
一
二
河
支
所
（
岡
崎
市
六
名
町
字

深
田
一
二
十
－
丁
電
5
3
1
5
4
0
5
）

　
届
出
に
必
要
な
も
の
　
車
種
又
は

変
更
の
内
容
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な

り
ま
す
の
で
、
巾
民
税
課
諸
税
係
（

電
2
3
1
6
0
7
5
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

OGX!×iX）OCOGX: O㎝36>G:
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13－　昭和53年3 月1日

六
名
公
園
に
寄
川
さ
れ
た
友
愛
の
時
計
塔
（
２
日
８
‐
）

国一問題対策協議会国道43号線(西宮市) 視察
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＞
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の
不
注
意
を
改
め

る
｛
一
と
が
先
決
で

す
。

　
わ
た
し
た
ち
が
、

家
を
愛
し
、
郷
土

を
愛
す
る
よ
う
に
、

多
く
の
恩
恵
を
与

え
て
く
れ
る
河
川

市政だより

g^

五万石タコ揚げ大会（2月5日）

菅生川原にて

（2月14日）

″
　
川
に
汚
物
を
平

″
気
で
捨
て
た
り
、

″
汚
水
を
排
出
す
る

｀
な
ど
、
　
４
人
一
人

鮫v疹{t-尽F･

は
き
れ
い
に
な
り

ま
せ
ん
。

□
ド
り
肖
に

こ
に
こ
　
レ
ｔ

お　か　ざ　き

尋幽!，

恭
Ｉ
卜

岡崎市婦人のつどい（2月3田巾民会館

m，哨り≪{以χひ･! 疹{・政<' 心f細･Cftv 心r 心,徊ヾ心ぞ鞄で!

１　てく愛をわPi二不ど水で川せき策いの巾ぼ域河せ離の昔て水内矢

１　くのす愛た　　と注　｀を捨にんれのま施です住川んれけかいとの作　ヽ

１　れ恩るしし　が意一排でt'j °いみす策はこ民の゜て休らまし川川7^
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1　川与に土が　でめ入る　｀平　り川諸っ水多活は　i川わは　大飲川

１　　゛　　　　　　　　道く環開　生れ｀　切料を美
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ｙ
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白
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ

ｌ
ｌ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
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ｌ
ｌ
ｌ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
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Ｓ
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養
老
ホ
ー
ム
で
は
、
市
民
の
か
た

に
入
所
者
の
口
常
生
活
の
実
態
を
ご

覧
い
た
だ
き
、
あ
わ
せ
て
入
所
者
と

の
交
流
を
図
る
た
め
、
次
の
よ
う
に

一
日
入
所
を
行
い
ま
す
か
ら
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　
期
日
　
３
日
に

　
行
事
　
体
操
、
民
踊
、
詩
吟
、
器

楽
練
習
（
見
学
）
及
び
入
所
者
と
の

懇
談
・
交
歓
会

　
予
定
人
員
　
2
0
人

　
集
合
場
所
・
時
間
　
養
老
ホ
ー
ム

午
前
９
時

　
費
用
　
３
０
０
円
（
昼
食
代
）

　
申
し
込
み
　
３
月
1
0
口
ま
で
に
養

老
ホ
ー
ム
（
電
4
5
－
2
2
4
3
）
へ

「
‐
〈
七
万
一
八
専
用
駐
車
場
利
用
」

　
　
　
　
申
し
込
み
の
受
け
付
け

崎市の人口

似騏牡方針奏）

　　　　前月比

岡
　
１
年
外

5
3
と

和
帳

昭
台

ぐ

122,481人　238人増

124.638人　209人増

247,119人　447人増

男
女
計

|世帯数　72,296111:帯　98世帯増

２
０
１
）
で
住
所
・
氏
名
・
串
柿
・

車
輛
番
号
を
記
載
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
名
称
　
矢
作
専
用
駐
車
場
（
矢
作

町
字
馬
乗
一
一
〇
番
地
コ

　
自
動
車
の
駐
車
場
難
を
緩
和
す
る

た
め
、
旧
矢
作
町
役
場
敷
地
を
月
ぎ

め
の
専
用
駐
車
場
（
４
月
１
日
開
設

予
定
）
と
し
て
整
備
工
事
中
で
す
。

利
川
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
お
中
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
駐
車
場
救
地
内
に
無
料
自

転
車
置
場
（
約
4
0
台
）
を
併
設
し
ま
　
μ

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
期
日
　
３
日
祐

？
1
8
日
（
土
）
土
曜
日
は
1
2
時
3
0
分

ま
で

　
申
し
込
み
方
法
・
場
所
　
印
鑑
持

参
の
う
え
、
矢
作
支
所
（
電
3
1
1
3

図案　内

　　　一
　　　　　　　r㎜-　　･-

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢作専用駐
二弟で

□□]隨]

ｙ　
募
集
台
数
　
4
2
台
　
申
し
込
み
台

数
が
収
容
台
数
を
超
え
る
場
合
は
、

一
敗
帯
一
台
と
し
ま
す
。
（
車
種
に

よ
り
一
部
規
制
あ
り
）

　
貸
し
付
け
の
決
定
・
位
置
　
３
‐

2
3
日
午
後
２
時
　
矢
作
支
所
で
抽
選

　
利
用
料
金
　
月
額
３
、
０
０
０
円

　
料
金
納
付
方
法
　
①
当
初
の
４
月

分
は
許
可
手
続
き
の
と
き
に
支
払
う

②
毎
月
2
5
口
ま
で
に
巾
の
発
す
る
納

付
書
に
よ
り
指
定
金
融
機
関
へ
納
付

③
利
川
料
金
は
１
ヵ
月
前
払
い
に
な

り
ま
す
の
で
、
中
途
契
約
解
除
し
て

も
利
用
料
金
は
返
納
し
ま
せ
ん
。

　
利
用
期
間
　
許
可
の
日
か
ら
翌
年

の
３
ｒ
m
3
1
‐
ま
で
。
引
き
続
き
利
用

さ
れ
る
場
合
は
、
毎
年
貸
付
巾
請
轡

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
（
管
財
課
　
電
2
3
1
6
0
5
8
）

∩
町
名
変
更
の
お
知
ヽ
・

玉

　
岡
崎
八
帖
土
地
区
画
整
理
事
業
の

換
地
処
分
に
伴
い
、
み
な
さ
ん
の
所

有
し
て
お
ら
れ
る
土
地
の
町
名
・
字

名
が
、
２
月
９
日
か
ら
次
の
と
お
り

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

穿甲(ill　’分かft

岡崎市八帖町

字川崎の一部

岡崎市八帖町
字川崎の一部

岡崎市八帖町

字川崎の一郎

岡崎市八帖町

字立島

岡崎市八帖町

字琉球島

岡崎市八帖町
十往環通

岡崎市八帖南町

一一丁目

川崎市八帖南町

二丁目

岡崎市八帖南町

字立島

岡崎市八帖南町

字琉球島

　
く
わ
し
い
こ
と
は
開
発
指
導
課
換

地
納
價
係
（
電
2
3
－
6
2
8
1
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

t,;:||:::.:;il!:;ltlMllI;:匙;;:Ill
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各
町
内
で
決
め
ら
れ
た
粗
大
ゴ
ミ

持
ち
寄
り
場
所
へ
、
収
集
‐
の
午
前

８
時
3
0
分
ま
で
に
持
ち
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
自
勁
車
の
タ
イ
ヤ
は

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

げ
29

日
困 ∩

25 1 24

柏[1
23
日
(村

習

㈲
卵y7∩

Ｈ

ザ

贈

6･
区2

y

区仕
簾

生

2

E年

丿

区和

祀

郷；

北

ii
]

2

羨

針針|丁若

崎崎目松
日郷　｀栄

til｀若１
地針松・
区崎新２
　束　・

　　｀　３

　若　松　４

井高

　場

　高

　唄

　.!･1こ
　.E3.
　固

　永

陣塙町圖

　｀西
市八

場｀
　｀玉

清川
水｀

　対　屋

上
地
北

上
地
南

1?
；

巾

パ

･側ね

私

　
３
月
2
1
日
（
火
）
は
国
民
の

祝
日
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
ゴ

ミ
及
び
し
尿
の
収
集
を
休
み
ま

す
。

衛
生
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
電
2
2
1
5
４
3
6



き

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
　
　

翼

こec

゛
　
　
百
貨
店
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
病
院
、

さ
　
飲
食
店
、
学
校
、
事
務
所
、
工
場
な

か
　
ど
消
防
法
に
よ
り
消
防
用
設
備
が
義

お
　
務
設
置
さ
れ
て
い
る
建
築
物
で
、
そ

　
　
の
延
べ
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以

市政だより年53昭和
-

-

上
の
所
宥
者
、
管
理
者
又
は
占
有
者

は
、
消
防
用
設
術
の
点
検
を
定
期
的

に
消
防
設
術
士
又
は
点
検
資
格
者
に

行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
点
検
資
恪
者
講
習
会
が
次
の

と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
期
日
①
第
１
種
＝
５
月
1
7
日
・

1
8
日
・
1
9
日
　
②
第
２
種
＝
５
月
2
4

日
・
2
5
日
・
2
6
日

　
場
所
　
名
古
屋
市
公
会
堂
（
名
古

碩
市
昭
和
区
鶴
舞
一
丁
目
一
番
一
二
号
）

　
申
し
込
み
期
日
・
場
所
　
３
月
1
3

日
≫
-
H
5
日
＝
愛
知
県
庁
西
庁
舎
１
階

弓・．

｜

ロ
ビ
ー
／
３
月
1
6
日
・
1
7
日
＝
愛
知

県
消
防
設
術
安
全
協
会

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
消
防
本
部
予

防
課
（
電
2
1

ｉ
ｎ
　
ｒ
-
Ｈ
５
１
）
へ

○
瀋
謬
膳
幽

　
期
日
　
３
月
５
日
（
日
）

・
高
層
建
築
物
火
災
救
助
訓
練

　
場
所
　
若
松
新
町
　
市
営
住
宅
若

　
松
荘
／
時
間
　
午
前
1
0
時
’
Ｉ
Ｈ
峙

㈱
林
野
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

　
場
所
　
稲
熊
町
字
大
岡
作
地
内

　
石
の
公
園
団
地
北
の
山
林

　
時
間
　
午
後
１
時
？
３
時

※
雨
天
等
に
よ
り
延
期
の
場
合
、
３

月
r
―
*
口
‥
（
‐
）
同
時
刻
・
同
場
所
で

行
い
ま
す
。

※
訓
練
に
際
し
て
消
火
せ
ん
等
を
使

用
し
放
水
し
ま
す
の
で
、
洗
濯
物
等

に
ご
注
意
く
だ
さ
る
と
と
も
に
、
水

二 。 ７ Ｓ ． ｔ ． ’ 。 こ エ

　 ー ミ ー ・ = － － - －

-

7Ｚ.゛1.・
-･三･Ｆ二･

W - - - ― - - - ･ ･ - ¶

' 二 - - - - - - - - - - ＝ － －
　 － － ㎜ ｉ ７ Ｗ - ﾐ ･ － 一 一 皿

ｒご?Ｘよ?Ｚ'.

道
が
濁
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

水
の
た
め
置
き
に
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
昭
和
5
3
年
度
の
固
定
資
産
課
税
台

帳
の
縦
覧
を
、
３
月
１
日
か
ら
2
0
日

ま
で
の
閥
（
毎
日
午
前
８
時
3
0
分
？

午
後
５
時
）
資
産
税
課
で
行
っ
て
い

ま
す
。

○
通
信
教
育
ぷ
ふ
ル
ぶ
七
」

　
職
業
訓
練
大
学
校
で
は
、
技
能
労

働
者
が
専
門
的
知
識
を
通
信
教
育
に

よ
っ
て
修
得
で
き
る
講
座
を
開
い
て

い
ま
す
。
訓
練
科
に
は
、
機
械
、
仕

上
、
板
金
、
建
築
、
家
共
木
工
、
広

告
美
術
、
金
属
塗
装
、
機
械
製
図
、

配
管
等
2
9
科
あ
り
ま
す
。
二
級
コ

ー
ス
…
機
械
加
工
・
仕
上
げ
科
の
み
）

　
受
講
資
格
　
一
級
・
：
当
該
訓
練
科

の
一
級
技
能
検
定
受
験
資
格
者
又
は
、

一
年
後
に
そ
の
資
格
を
得
ら
れ
る
か

た
　
二
級
・
：
実
務
経
験
が
あ
れ
ば
学

歴
、
年
令
、
性
別
等
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
訓
練
資
格
　
１
年

　
受
講
料
　
一
級
７
、
０
０
０
円
、
二

　
級
５
、
０
０
０
円
（
教
科
書
代
な
ど
）

　
特
典
　
技
能
検
定
学
科
試
験
免
除

　
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け

　
問
い
合
わ
せ
は
、
郵
便
切
手
5
0
円

同
封
の
う
え
、
〒
抑
一
名
古
屋
市
北
区

安
井
町
字
河
野
　
愛
知
総
合
高
等
職

業
訓
練
校
技
術
課
（
電
０
５
２
－
９

１
４
－
－
1
1
1
1
）
　
へ

　
訓
練
職
種
及
び
期
間
　
建
築
大
工

科
・
石
工
科
・
建
築
板
金
科
・
左
官

科
＝
３
年
／
木
工
科
（
建
具
）
＝
２
年

毎
週
火
・
水
・
金
曜
日
　
午
後
６
時

3
0
分
？
９
時
2
0
分
授
業

　
入
校
資
格
　
①
中
学
卒
業
以
上
・

||:;:;;;|||:;:'Mil::;:llllll;I川::;,;:11:::,;;|に;|||:;;

ﾚｻ］

農
園
利
用
中
し
込
み

　
花
や
野
菜
を
栽
培
し
て
楽
し
む
こ

と
を
目
的
と
す
る
岡
崎
市
レ
ジ
ャ
ー

農
園
の
会
で
は
、
農
園
利
用
申
し
込

み
の
受
け
付
け
を
、
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。
ご
希
望
の
か
た
は
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
期
間
　
３
月
６
日
？
2
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

は
専
修
訓
練
校
修
了
者
は
２
年
に
編
に
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

人
（
石
工
科
除
く
）
た
だ
し
昼
間
は
に
　
申
し
込
み
方
法
　
葵
農
協
本
所

　
募
集
期
間
　
３
■
　
'
　
ｒ
―
I
　
■
　
I
　
I
　
―
w
４
月
1
0
＝
　
利
用
場
所
　
真
伝
地
区
（
真
伝
町
）

日
　
受
け
付
け
は
‐
曜
・
祝
日
を
除
Ｊ
　
利
用
期
間
　
４
月
１
日
か
ら
5
4
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
ｄ
■
　
　
　
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
‐

事
業
所
に
就
職
し
、
職
業
訓
練
指
鵬
　
（
伊
賀
町
）
に
用
意
し
て
あ
る
申
込

員
の
も
と
で
働
い
て
い
る
か
た
　
北
書
に
会
費
を
添
え
て
巾
し
込
む
。

募
集
期
間
　
３
月
１
■

II
―
w
４
月
1
0
ま
　
利
用
場
所
　
真
伝
地
区
貫
ほ
町
Ｊ

は
午
後
９
時
ま
で
、
土
曜
日
は
正
午

ま
で
）

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
岡
崎
建
設
高

等
職
業
訓
練
校
（
伊
賀
町
字
西
郷
中

一
二
二
・
電
2
1
－
0
8
2
9
）
へ

日
　
受
け
付
け
は
‐
曜
・
祝
日
を
除
Ｊ
　
利
用
期
間
　
４
月
１
日
か
ら
5
4
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

き
毎
日
午
前
９
時
か
ら
（
月
・
木
限
Ｕ
３
月
3
1
‐
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

日
は
午
後
５
時
、
火
・
水
・
金
曜
日
に
　
会
費
　
１
口
（
１
区
画
2
0
平
方
メ

　
　
　
　
　
　
‘
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

i:fl:
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Ｉ
ト
ル
）
に
つ
き
年
間
３
、
５
０
０
円

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
農
務
課
園
芸

係
（
電
2
3
1
6
1
9
9
）
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

し

し

に

j
」i(

外
川

二

到I≪

モ
ダ
ン
通
り

　
　
　
　
ｔ
能
兇

コ
≒

-．一一．---一一

･=－・ 一心-･＝－･＝－･- 1
.χ.-‘

［
‥
ｔ
一
　
詞
集
人
員
東
京
学
生
寮
’
千
原
回
健
康
で
品
行
方
正
で
あ
る
か
た

１
・
一
一
県
市
川
市
南
八
幡
一
丁
目
二
Ｉ
Ｉ
五
）
③
寮
費
等
の
支
払
い
の
で
き
る
か
た

　
昭
和
5
3
年
度

　
　
岡
崎
育
英
会
学
生
寮
の
入
寮
者
募
集

募
集
人
員
東
京
学
生
寮
（
千
葉
②
健
康
で
品
行
方
正
で
あ
る
か
た

Ｆ
ｙ
１
年
1
1
3
人
／
３
年
＝
６
人
　
京
都
④
岡
崎
市
内
に
居
住
し
独
立
の
生
計

‾ - ‾ 一 二 丿 二 ｊ - ７ Ｓ ． ．
･ ・ - 一 一 一 一 - - ･ － -

学
生
寮
（
京
都
府
長
岡
京
市
開
田
四

丁
目
一
六
－
ニ
）
　
１
年
＝
1
3
人
／

３
年
＝
５
人
／
４
年
＝
２
人

　
応
募
資
格
①
岡
崎
市
に
３
年
以

一
I
!
上
居
住
す
る
か
た
の
子
弟
（
女
子
を

鮒
］
除
ぐ
）
で
、
東
京
、
京
祁
及
び
そ
の

無
引
㈲
対
聯

‐
ｌ
ｌ
ｉ
‐
’
一
Ｉ
ｉ
・
・
一
.
T
3
S
>
.
.

.
'
.
＾
Ｅ
:
一
・
一
ｌ
ｉ
・
ゆ
．
・
Ｉ
Ｉ
・
Ｉ
Ｉ
ｔ
Ｉ
や
・
‐
Ｉ
か
！
Ｉ
！
ｔ
Ｚ
ｉ
Ｉ
・
・
ｑ
Ｕ
Ｍ
‐
‐
‐
．
―
・
一
巻
一

を
営
む
確
実
な
保
証
人
の
あ
る
か
た

　
納
め
て
い
た
だ
く
額
①
寮
費
、

光
熱
水
費
等
１
月
額
９
、
０
０
０
円

②
食
賞
１
実
賞

　
募
集
期
間
　
３
月
１
日
、
’
ｔ
Ｈ
日

･.ｊ１.

　
申
請
用
紙
交
付
・
問
い
合
わ
せ
先
］

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学
事
係
　
｀

（
電
2
3
1
6
4
2
5
）



16－
-

最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

　
最
低
賃
金
は
、
最
低
賃
金
法
に
基

づ
い
て
池
川
嗇
が
労
働
者
（
パ
ー
ト
ー

ア
ル
バ
イ
ト
・
兄
習
を
含
む
）
に
支

払
う
賃
金
の
最
低
限
度
を
定
め
た
も

の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
次
の
金
額

未
満
で
労
働
者
を
使
川
す
る
と
、
そ

の
池
川
者
は
処
閤
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
（
月

給
者
も
日
割
計
算
す
る
）

　
た
だ
し
、
精
神
又
は
身
体
の
障
害

に
よ
り
労
働
能
力
が
低
い
か
た
等
に

つ
い
て
は
、
愛
知
労
働
基
準
局
長
の

○
㈲
圓
）

　
相
談
科
名
　
整
形
外
科
、
眼
科
、

耳
鼻
咽
喉
科

　
相
談
内
容
　
身
体
障
害
者
に
対
す

る
医
学
的
判
定
、
心
理
学
的
判
定
、

職
能
的
判
定
、
そ
の
他
一
般

　
日
時
　
3
H
2
8
‐
（
火
）
受
け
付

け
時
間
＝
午
前
1
0
時
？
1
2
時
　
診
断

時
間
＝
午
後
１
時
～
３
時
　
一
般
相

談
＝
午
前
1
0
時
～
午
後
３
時

　
場
所
　
岡
崎
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ

許
可
を
受
け
た
場
合
に
限
り
適
川
し
　
Ｉ
（
欠
町
・
電
2
4
－
1
7
5
4
）

ま
せ
ん
。

・
愛
知
県
食
料
品
製
造
業
最
低
賃
金

１
日
＝
２
、
６
６
２
円
／
１
時
間
=
ｃ
ｃ

３
２
円
７
５
銭
／
実
施
＝
２
月
2
4
ロ

・
愛
知
県
繊
維
産
業
最
低
賃
金
（
座

繰
生
糸
製
造
業
、
玉
糸
製
造
業
、
及

び
和
紡
紡
績
業
を
除
く
）

１
日
＝
２
、
５
１
０
円
／
１
時
閻
＝
Ｃ
Ｏ

１
３
円
７
５
銭
／
実
施
＝
２
川
2
4
口

巻
愛
知
県
窯
業
・
土
石
製
品
製
造
業

最
低
賃
金

１
日
＝
２
、
６
０
８
円
／
１
時
間
３
２

６
円
／
実
施
＝
３
月
５
日

　
い
ず
れ
も
粕
皆
勤
手
当
、
通
勤
手

当
、
家
族
手
当
を
除
き
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
愛
知
労
働
基

準
局
（
電
〈
０
５
２
〉
９
５
１
－
8

5
6
1
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
◇
　
　
◆
　
　
◇
　
　
◆

　
ご
利
用
さ
れ
る
か
た
は
あ
ら
か
じ

め
市
福
祉
事
務
所
福
祉
係
（
電
2
3
－

6
1
5
4
）
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
会
社
、
事
業
所
等
か
ら
の
ま
と
め

て
の
利
川
は
、
愛
知
県
心
身
障
害
者

更
生
相
談
所
で
予
約
し
て
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
（
電
〈
0
5
3
3
7
〉
２

－
7
7
1
7
）
　
食
事
の
施
設
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

心
身
障
害
児
１

－
　
皆
さ
ん
が
た
の
家
庭
で
子
ど
も
さ

ん
に
、
異
常
や
不
審
な
点
を
感
じ
て

お
ら
れ
る
か
た
は
、
次
の
と
お
り
療

育
指
導
と
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す

の
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
日
時
　
毎
日
午
前
９
時
’
‘
午
後
４

時
（
毎
週
月
曜
日
休
館
）

場
所
　
岡
崎
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
欠
町
　
束
公
園
西
）

　
内
容
　
し
体
の
不
自
由
な
子
、
目

の
み
え
な
い
子
、
こ
と
ば
を
話
せ
な

い
子
、
発
育
や
知
恵
の
遅
れ
て
い
る

子
、
情
緒
不
安
な
子
等
の
療
育
指
導

と
相
談

　
そ
の
他
　
ほ
子
の
通
所
を
原
則
、

通
所
バ
ス
も
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
電
2
4
1
1
7
5
4
）
へ

　
市
や
県
・
国
な
ど
の
行
政
に
つ
い

て
の
苦
情
・
要
望
・
問
い
合
わ
せ
、

日
常
生
活
で
お
困
り
の
問
題
に
つ
い

て
の
相
談
、
交
通
小
故
相
談
、
高
齢

者
職
業
相
談
は
毎
日
行
っ
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
持
別
相
談
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
心
配
ご
と
・
人
権
相
談
　
３
月
８

日
・
2
8
口

困
り
ご
と
・
行
政
相
談
　
３

月

８

日
・
2
2
日

　
法
律
相
談
（
予
約
制
）
　
３
月
６

日
・
1
3
日
・
2
0
日
・
2
7
日

　
住
宅
金
融
公
庫
融
資
相
談
　
３
月

９
‐
・
2
4
日

　
税
金
相
談
　
３
月
９
日

　
登
記
相
談
　
３
月
９
日

　
建
築
相
談
　
３
月
９
日

　
測
量
設
計
相
談
　
３
月
1
5
日

　
各
特
別
相
談
の
時
間
は
す
べ
て
午

　
後
１
時
’
‘
４
時
ま
で
で
す
。

・
法
律
相
談
な
ど
重
要
な
相
談
で
は
、

契
約
書
な
ど
の
資
料
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

・
相
談
は
無
料
、
秘
密
で
す
。

　
市
民
相
談
室
・
電
2
3
1
6
4
9
2

　
【
岡
崎
巾
】

　
経
営
相
談
　
３
月
９
日
（
木
）

午
後
１
時
’
‘
４
時
（
毎
月
第
２
木
曜

日
）
　
商
工
課
・
電
2
3
－
6
2
1
2

　
金
融
相
談
　
毎
日
（
休
口
を
除
く
）

午
前
８
時
3
0
分
？
午
後
５
時
（
土
曜

‐
は
ぷ
Ｌ
午
ま
で
）

　
　
　
商
工
課
・
電
2
3
－
6
2
1
5

　
【
岡
崎
商
工
会
議
所
】

　
決
算
申
告
無
料
相
談
　
３
月
１
日

1
1

1
1

午
前
1
0
時
～
午
後
４
時

（
休
日
を
除
く
、
土
咄
日
は
正
午
ま
で
）

　
法
律
相
談
　
３
月
６
日
・
2
0
日

午
前
1
0
時
？
午
後
４
時

　
金
融
相
談
　
毎
日
、
た
だ
し
中
小

公
庫
は
1
0
‐
、
商
工
中
金
は
2
4
日
の

各
午
前
1
0
時
？
午
後
３
時

｜
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日
時
　
３
月
1
7
口
（
金
）
午
前
1
0

時
？
り
一
時

　
場
所
　
北
部
公
会
堂
（
葵
中
学
校

　
北
）

　
主
催
　
井
田
学
区
献
血
グ
ル
ー
プ

　
献
血
の
手
順

4‾採＿　　　　血L←血圧･比重の測定←

ロロ①三□

満i6歳以上

満m歳未満
最高血圧lOOmm以上

　　170～180mm以下

０
　
吻
ｔ



　
　
　
発
明
相
談
　
３
月
３
日
・
1
7
日

き
　
午
後
１
時
？
５
時

ざかお市政だより

　
経
営
相
談
　
３
月
７
日
　
午
後
１

時
、
”
５
時

　
労
務
相
談
　
３
月
４
日
・
1
8
日

午
前
９
時
’
‘
正
午

　
下
請
斡
旋
相
談
　
３
月
９
日
　
午

前
1
0
時
、
’
、
午
後
４
時

　
商
工
会
議
所
･
電
5
3
－
6
1
6
1

婦
人
よ
ろ
ず
相
談
室

　
日
時
　
３
月
1
5
日
（
水
）
午
後
１

時
”
‘
４
時

　
場
所
　
岡
崎
市
働
く
婦
人
会
館

　
相
談
員
　
家
庭
裁
判
所
調
停
員

服
部
久
子

　
申
し
込
み
　
前
‐
ま
で
に
働
く
婦

人
会
館
（
1
2
3
－
２
９
６
３
・
3
9

3
0
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

働
く
婦
人
会
館
催
し
も
の

　
　
　
働
く
婦
人
会
館
の
各
ク
ラ
ブ
．
自

日
　
主
グ
ル
ー
プ
の
か
た
た
ち
の
作
品
展

１

昭和53年3 月７－-

を
行
い
ま
す
。
な
お
、
作
品
の
一
部

を
即
売
し
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
あ

わ
せ
に
な
っ
て
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　
日
時
　
３
月
1
0
日
（
金
）
’
‘
1
2
日

　
（
日
）
午
前
1
0
時
’
ｌ
午
後
４
時

　
展
示
　
毛
筆
・
ペ
ン
習
字
　
絵
画

七
宝
焼
　
桐
塑
人
形
　
レ
ジ
ン
フ
ラ

ワ
ー
　
生
花
　
短
歌
　
俳
句
　
浅
井

グ
ル
ー
プ
（
歴
史
・
版
画
）
友
の
会

ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
　
洋
裁
　
編
物

紙
人
形
　
は
り
絵
　
フ
ラ
ン
ス
刺
し

ゅ
う
　
あ
お
い
グ
ル
ー
プ
（
洋
裁
・

和
裁
）
　
染
色

　
実
技
発
表
　
茶
道
ク
ラ
ブ
　
詩
吟

一
｀
一
瞰
Ｊペ

ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

　
日
時
　
３
月
1
9
日
（
ロ
）
午
後
１

時
”
、
４
時

　
講
師
　
日
本
専
売
公
社
婦
人
部

　
内
容
　
た
ば
こ
の
空
き
箱
を
利
用

し
て
「
く
じ
ゃ
く
」
を
作
る
。

　
受
講
料
　
教
材
費
４
５
０
円
　
同

頓
類
の
た
ば
こ
の
空
き
箱
2
0
佃
を
川

意
（
シ
ョ
ー
ト
ヒ
ー
ス
等
硬
い
箱
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
）

　
資
格
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
婦
人

　
（
学
生
を
除
く
）

　
定
員
　
5
0
名
（
超
え
た
場
合
抽
選
）

　
申
し
込
み
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
　
①

１
日
教
室
②
住
所
③
氏
名
④

電
話
害
万
返
儒
川
に
も
自
分
の
住
所
、

氏
名
、
郵
便
番
号
を
記
入
し
て
３
川

1
0
日
ま
で
に
〒
４
４
４
　
岡
埼
市
伊

賀
新
町
十
の
一
二
　
岡
崎
市
働
く
婦
人

会
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
３

月
1
0
口
消
印
有
効

騒
音
振
動
発
生
施
設
の
届
出

　
次
に
掲
げ
る
機
械
を
設
置
し
て
い

る
か
た
は
、
騒
音
・
振
動
関
係
の
届

出
が
必
要
で
す
。

該
当
施
設
　
　
①
金
属
加
工
機
械
（

圧
延
機
械
、
製
管
機
械
、
ペ
ン
デ
ィ
ン

グ
マ
シ
ン
、
液
圧
プ
レ
ス
、
機
械
プ

レ
ス
、
せ
ん
断
機
、
鍛
造
機
、
ワ
イ

ヤ
ー
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
マ
シ
ン
、
ブ
ラ

ス
ト
、
タ
ン
ブ
ラ
ー
、
研
磨
機
、
目

立
機
、
平
削
盤
、
高
速
切
断
機
）

ふ
る
い
及
び
分
級
機
　
④
織
機
⑤

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ト
、
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
ブ
ラ
ン
ト
　
⑥
穀
物
用
製
粉

機
　
⑦
木
材
加
工
機
械
（
ド
ラ
ム
バ

ー
カ
ー
、
チ
ッ
パ
ー
、
砕
木
機
、
帯

の
こ
盤
、
丸
の
こ
盤
、
か
ん
な
盤
）

⑧
抄
紙
機
⑨
印
刷
機
械
⑩
合
成

樹
脂
川
射
出
成
形
機
　
⑩
鋳
型
造
型

機
　
接
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
及
び

ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
　
⑩
送
風
機
及

び
排
風
機
　
⑩
走
行
ク
レ
ー
ン
　
⑩

洗
び
ん
機
⑥
真
空
ポ
ン
プ
　
⑩
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
マ
シ
ン
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
管
製
造
機
械
及
び
コ
ン

ク
リ
ー
ト
柱
製
造
機
械
　
⑩
ゴ
ム
練

川
又
は
合
成
樹
脂
川
の
ロ
ー
ル
機

②
圧
縮
機
及
び
冷
凍
機
③
土
石
川
　
　
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
課
公
害
対

又
は
鉱
物
川
の
破
砕
機
、
摩
砕
機
、
　
策
係
（
電
2
3
－
6
1
8
8
）
へ

χ
Ｍ
χ
’
χ
μ
χ
Ｅ
χ
‥
‥
χ
８
り
り
χ
ｒ
x
L
χ
:
Ｄ
ｃ
x
r
≫
E
3
＜
ｘ
x
:
χ
^
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
:
χ
ｙ
い

ご
寄
付
・
ご
寄
贈
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
月
1
4
日
？
２
月
1
3
日
受
付
分
・
敬
称
略
）

▼
柴
田
明
正
（
豊
田
市
）
▼
六
ツ
美
　
校
父
母
教
師
会
（
矢
作
町
）
▼
細
井

北
部
小
学
校
父
母
教
師
会
（
土
井
町
）
善
一
　
（
幕
戸
町
）
▼
矢
作
農
業
協
同

▼
太
田
要
（
土
井
町
）
▼
杉
山
正
美
　
組
合
（
矢
作
町
）
▼
矢
作
東
小
学
校

　
（
古
部
町
）
▼
株
式
会
社
松
坂
屋
岡
　
昭
和
二
十
年
度
卒
業
生
一
同
（
矢
作

崎
店
（
康
生
通
西
）
▼
鈴
木
毅
（
法

性
寺
町
）
▼
杉
浦
銀
蔵
（
梅
園
町
）

▼
梅
園
小
学
校
父
母
教
師
会
（
梅
図

町
）
▼
岩
津
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
束
蔵

前
町
）
▼
岩
津
中
学
校
同
窓
会
（
真

福
寺
町
）
▼
白
鳥
子
ど
も
会
（
大
西

町
）
▼
柴
田
善
則
（
大
平
町
）
▼
岡

地町

区
委
員
会
（
栄
町
）
▼
矢
作
東
小
学

町
）
▼
甲
山
中
学
校
父
母
教
師
会
（

中
町
）
▼
酒
井
建
設
株
式
会
社
（
矢

作
町
）
▼
都
築
建
次
（
矢
作
町
）
▼

矢
作
マ
ー
ト
協
同
組
合
（
矢
作
町
）

▼
福
尾
正
外
有
志
十
一
名
（
桑
谷
町
）

▼
大
門
学
区
総
代
会
（
薮
田
町
）
▼

ユ
ニ
チ
カ
株
式
会
社
岡
崎
工
場
（
目

名
北
町
）
▼
矢
作
東
小
学
校
父
母
教

師
会
役
員
（
矢
作
町
）
▼
匿
名
の
か
　
　

た
二
名
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（
）
剛
凹

本人又は家族、知人が不

幸にして輸差lを必要とし

たときは、他にf憂先して
｣飢液が受けられます。

・
前
記
日
時
以
外
で
は
、
毎
月
第
２
・

４
水
曜
日
、
午
前
1
0
持
～
午
後
３
時

ま
で
市
立
岡
崎
病
院
で
採
血
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　
献
血
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
岡
崎
地
区
献
血
推
進
協
議
会
（
社

会
課
内
・
電
2
3
－
6
1
4
5
）
へ

婦
人
軟
式
テ
ニ
ス
教
室

　
日
時
　
４
月
’
１
７
月
毎
週
金
曜
日

午
前
９
時
3
0
分
1
-
I
2
時

　
場
所
　
岡
崎
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
募
集
人
員
　
5
0
タ
‥

　
受
講
料
　
１
、
５
０
０
円

　
申
し
込
み
締
め
切
り
　
３
月
3
1
口

　
申
し
込
み
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
〒
４
４
４
　
岡
崎
市
六
名
町

一
字
馬
畷
二
五
　
岡
崎
市
体
育
館
内
テ

ニ
ス
教
室
係
へ

　
そ
の
他
　
開
校
式
４
月
７
日
（
金
）

岡
崎
公
園
体
育
場
　
受
け
付
け
時
間

午
前
９
時
3
0
分
　
申
し
込
み
を
さ
れ

た
か
た
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。
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へ
写
輿
は
昨
年
二
月
行
わ
れ
た
交
通
安
令
市
民
総
決
起
人
会
）

//･，

　
1
　
1
卜
斤
万
巾
民
の
悲
鵬
で
あ
る
、
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
明
る
く
住

み
よ
い
ま
ち
を
築
く
た
め
、
次
の
と
お
り
「
交
通
安
全
巾
民
総
決
起
人
会
」

を
開
佻
し
ま
才
。
巾
民
の
皆
さ
ん
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
日
時
　
。
二
月
十
八
日
（
土
）
　
　
午
後
二
時

　
場
所
　
岡
崎
信
用
金
庫
本
店
ホ
ー
ル
（
菅
生
町
）

// ･，

交
通
安
全
市
民
総
決
起
大
会
の
開
催
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